On Meiyu - Hakkodan by 石川 秀巳
『名勇発功談』論 : 「江戸の水滸伝」のうち
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































荒川が花妙の庵を訪ねるとき、丹次平が躍り込む 荒川が密通首代として刀を差し出すと、それは婚約 印として香西家から篠塚家に贈った 「男狐丸」 であり、荒川こそ篠塚八郎であった。奇遇を喜ぶ二人を、丹次兵は自分 欺く芝居だと怒り、再び斬 合いとなる。丹次平の石塔の彫物から丹次平は荒川の武芸 師磯貝民弥の子市郎匡徳と判明する。丹次平・花妙はともに新田家再興図るべく石龍山に加わった。
花
妙
が
篠
塚
の
次
男
八
郎
時
運
と
婚
約
し
て
い
た
こ
と
は
花
妙
の
出
自
を
語
る
く
だ
り
に
書
か
れ
て
い
た
。
第
一
回
、
伊
賀
の
局
登
場
の
段
で
は
、
弟
八
郎
が
北
国
で
行
き
方
し
れ
ず
に
な
っ
て
い
た
と
も
あ
っ
た
。
男
狐
丸
・
女
狐
丸
の
名
刀
も
そ
れ
を
支
え
る
小
道
具
と
し
て
用
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
伏
線
を
集
中
さ
せ
た
の
が
、
荒
川
太
郎
実
は
篠
塚
八
郎
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
の
場
面
で
あ
っ
た
。
丹
次
平
の
父
は
八
郎
の
武
芸
の
師
で
あ
っ
た
と
い
う
も
う
一
つ
の
因
縁
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
も
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
奇
縁
物
語
を
さ
さ
え
る
の
は
、
邂
逅
を
願
っ
て
や
ま
ぬ
、
あ
る
種
の
一
途
さ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
は
そ
う
し
た
性
情
を
花
妙
に
与
え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
逆
に
「
淫
蕩
＝
性
的
過
剰
性
」
を
そ
の
「
本
分
」
と
し
さ
え
す
る
の
で
あ
る
。
三
人
と
も
新
田
再
興
の
目
的
に
参
ず
る
こ
と
で
、
三
角
関
係
は
あ
た
か
も
解
消
し
た
か
に
扱
わ
れ
る
。
三
角
関
係
を
引
き
起
こ
し
た
花
妙
の
「
男
好
き
」
も
同
時
に
問
題
か
ら
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
花
妙
に
︵
ひ
い
て
は
他
の
女
侠
た
ち
に
も
︶
な
ぜ
こ
う
し
た
性
的
過
剰
性
は
を
付
与
し
た
の
か
は
謎
と
し
て
残
り
続
け
る
。
そ
の
点
の
解
明
が
本
作
を
把
握
す
る
上
で
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
六 　正編を模倣・反復する第二編
『
名
勇
発
功
談
』
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
う
る
。
①
	 伊
賀
の
局
、
真
弓
の
方
母
子
と
と
も
に
秩
父
石
龍
山
に
入
る
。

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②
	 閻
魔
の
小
芳
、
夫
の
た
め
に
罪
を
犯
し
、
信
濃
に
逃
亡
。　
③
		 千
束
、
夫
の
仇
を
討
ち
、
信
州
を
よ
ぎ
る
と
き
、
小
芳
と
知
り
合
い
、
と
も
に
石
龍
山
に
入
る
。
④
		 花
妙
、
東
国
に
下
り
石
塔
丹
次
平
の
妾
と
な
っ
て
い
た
が
、
荒
川
太
郎
と
通
じ
、
三
角
関
係
を
処
理
し
た
後
、
と
も
に
石
龍
山
に
加
わ
る
。
⑤
	 花
妙
を
慕
う
泣
き
尼
妙
珍
が
入
山
を
許
さ
れ
る
新
田
義
興
室
真
弓
の
方
と
遺
児
を
擁
し
て
伊
賀
の
局
は
秩
父
石
龍
山
に
新
田
再
興
の
義
兵
を
集
め
る
。
様
々
な
事
件
を
契
機
と
し
て
女
侠
ら
が
加
わ
り
、
反
足
利
の
威
勢
を
奮
っ
た
。
―
―
こ
の
よ
う
に
『
名
勇
発
功
談
』
を
要
約
し
て
み
る
と
き
、
完
結
感
の
弱
さ
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
女
侠
を
入
山
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
物
語
展
開
が
途
絶
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
伊
賀
の
局
ら
の
目
的
は
新
田
氏
再
興
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
繰
り
返
し
て
引
く
が
、
第
二
回
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
も
い
た
。
出
生
の
姫
君
を
男
子
と
詐
り
。
仮
に
小
太
郎
吉
益
君
と
称
し
て
事
変
を
伺
ひ
。
再
び
義
兵
を
起
さ
ん
と
。
企
け
る
こ
そ
逞
し
き
そ
れ
な
の
に
、
そ
の
点
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
未
完
の
感
を
強
く
与
え
る
の
は
、
前
編
末
尾
に
泣
き
尼
妙
珍
の
説
話
が
お
か
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
（
第十一回 　
妙めうちん
珍
慌いつはりかこち
誣
て
凶きようぞく
賊
を
憫びんあい
哀
せしむ／丹次平が
哢ろうげん
言
却かへつ
て
害がいしう
羞
を
懐いだ
く
）
荒川太郎は伊賀局とともに石龍山にこもり劫掠の業を続けてい
た。花妙を尋ねて弟子妙椿が訪れる。伊賀局は、泣き尼という能を見込んで山に止める。妙椿を試した丹次平は、妙椿の語る偽り
の身の上話にもらい泣きしてしまうのだった。
こ
の
妙
珍
は
、『
太
平
記
』
に
は
登
場
し
な
い
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
物
語
に
よ
く
出
て
く
る
「
泣
き
男
」
杉
本
左
兵
衛
︶
︵
︵
本
作
で
は
、「
間
杉
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
︶
に
発
想
の
手
が
か
り
を
得
た
人
物
で
あ
る
。
伊
賀
の
局
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
妙
珍
を
山
塞
に
と
ど
め
る
。
わ
ら
は
舅しう
と
ぎ
み
君
正ま
さ
し
げ
こ
う
成
公
は
間ま
す
ぎ
杉
左さ
ひ
や
う
ゑ
兵
衛
と
い
ひ
し
。
泣なき
お
と
こ
男
を
抱か
ゝ
へ
給
ひ
て
。
敵て
きを
謊 り
い
つ
は
。
勝し
や
う
り
利
を
得え
給
ひ
し
と
聞き
ゝ及お
よ
べり
。　
︵
第
十
一
回
︶
モ
デ
ル
で
あ
る
杉
本
左
兵
衛
は
、
そ
の
嘘
泣
き
の
迫
真
性
に
よ
っ
て
正
成
が
戦
死
し
た
と
足
利
方
に
信
じ
さ
せ
、
正
成
の
奇
襲
を
成
功
に
導
い
た
。
妙
珍
も
対
足
利
の
戦
闘
の
中
で
有
効
な
働
き
を
さ
せ
る
べ
く
予
定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
の
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
山
前
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
与
え
ら
れ
ず
、
山
中
に
あ
っ
て
は
そ
の
能
力
を
疑
う
剛
胆
の
丹
次
平
を
す
ら
涙
に
む
せ
ば
せ
る
と
い
う
、
浮
遊
し
た
挿
話
に
登
場
す
る
に
留
ま
る
。
物
語
全
体
を
締
め
く
く
る
意
味
合
い
を
何
ら
持
た
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
妙
珍
の
説
話
が
本
編
の
末
尾
に
位
置
す
る
の
で
は
、
到
底
、
物
語
が
完
結
し
た
と
感
じ
さ
せ
え
な
い
。
妙
珍
の
活
躍
す
る
後
編
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
に
は
後
編
の
計
画
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
作
に
は
第
二
編
が
存
す
る
。
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
次
の
よ
う
に
全
五
冊
中
四
冊
の
版
下
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
　
　
第
一
、五
巻
⋮
⋮
名
古
屋
市
逢
左
文
庫
蔵
)
(
　
　
第
三
、四
巻
⋮
⋮
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
　
　
　
　
　
︵
第
二
巻
は
逸
失
︶

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た
だ
し
、「
発
功
談
第
二
編
」
は
下
野
二
荒
山
に
も
う
一
つ
の
女
盗
賊
集
団
が
結
集
す
る
ま
で
を
語
る
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
団
円
に
は
至
ら
な
い
。
第
二
編
巻
五
の
末
尾
に
、
第
三
編
三
巻
の
予
定
が
揚
げ
ら
れ
る
。
此こ
の
ゝ
ち
后
両り
よ
う
さ
ん
山
の
人ひ
と
〴
〵々一い
つ
て
手
に
な
り
て
。
秩ち
ゝ
ぶ
父
が
嶽だ
けの
山さ
ん
ぢ
ん
陣
に
た
て
こ
も
り
。
時じ
変へ
んを
伺うか
つゞ
て
義ぎ
へ
い
兵
を
あ
げ
新に
つ
た
田
小こ
た
ら
う
太
郎
義よ
し
ま
さ
益
君ぎ
みを
大たい
し
や
う
将
と
し
て
鎌か
ま
く
ら
倉
へ
打う
つて
出い
で。
管くは
ん
れ
い
領
左さ
ま
の
か
み
も
と
う
じ
馬
頭
基
氏
公こ
うを
ひ
き
う
け
。
忠ち
う
せ
ん
戦
に
英ゑ
い
め
い
名
を
と
ゞ
ろ
か
し
。
北ほ
く
朝て
うに
敵て
きす
る
よ
り
終つ
いに
新に
つ
た
田
家け
再さ
い
こ
う
興
の
忠ち
う
ぎ
義
を
果は
たす
ま
で
。
前ぜ
ん
ご
後
三さ
ん
ぐ
は
ん
巻
に
く
わ
し
く
綴つ
ゞり
。
女を
ん
な
す
い
こ
で
ん
水
滸
伝
追つ
い
が
加
と
し
て
引ひ
き
つ続ゞ
き
出しゆ
つ
は
ん
版
仕
候
間
発は
つ
し
市
の
刻きざ
み御お
ん求も
と
め
御
一
覧ら
ん可
被
下
候
様
偏
に
奉
希
候
以
上
石
龍
山
・
二
荒
山
に
結
集
し
た
二
つ
の
盗
賊
集
団
が
合
流
を
果
た
し
、
対
足
利
戦
を
経
て
新
田
家
再
興
で
終
わ
る
と
い
う
の
が
、
冒
頭
に
予
告
し
た
物
語
の
枠
組
み
を
完
成
さ
せ
る
、『
名
勇
発
功
談
』
全
三
編
の
構
想
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
十
遍
舎
一
九
に
よ
る
構
想
だ
っ
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
正
編
と
第
二
編
と
の
間
の
必
然
的
連
続
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
論
を
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
第
二
編
は
一
九
の
腹
稿
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
門
人
九
遍
舎
主
人
が
正
編
の
記
述
か
ら
継
続
可
能
性
を
見
出
し
て
、
新
た
に
構
想
を
立
て
た
作
品
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
ず
は
二
編
の
構
想
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。『
発
功
談
』
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
第
二
編
の
内
容
を
ま
と
め
て
み
る
。
⑴
	
　
二
荒
山
の
巻
風
は
姉
月
妙
を
探
す
べ
く
下
山
す
る
。︵
第
一
回
︶
⑵
	
　
二
荒
山
に
残
っ
た
虎
の
尾
は
、雲
龍
村
を
襲
い
、争
い
を
経
て
雲
龍
の
阿
進
・
月
妙
尼
と
意
気
投
合
す
る
。︵
第
一
～
二
回
︶
⑶
	
　
巻
風
は
元
固
と
夫
婦
に
な
り
、
夫
を
二
荒
山
に
送
る
が
、
鎌
倉
で
畠
山
道
誓
に
捉
え
ら
れ
る
。︵
第
四
～
六
回
︶
⑷　
化
粧
坂
の
遊
女
深
山
木
は
平
太
と
逃
亡
す
る
。︵
第
七
～
八
回
︶
⑸
	
　
解
き
放
さ
れ
た
巻
風
は
二
荒
山
に
向
か
う
途
中
で
深
山
木
と
邂
逅
、
と
も
に
二
荒
山
に
入
る
。︵
第
九
～
十
一
回
︶
⑵
と
⑶
の
間
に
逸
失
巻
二
︵
第
三
回
︶
の
内
容
が
挟
ま
れ
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
も
、
正
編
が
個
別
の
女
侠
列
伝
を
語
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
石
龍
山
に
加
わ
る
と
構
想
し
た
の
に
対
し
、
第
二
編
は
二
荒
山
を
中
心
と
し
て
同
じ
よ
う
な
列
伝
構
想
を
立
て
た
こ
と
だ
け
は
確
実
に
言
え
よ
う
。
こ
う
し
て
、
並
立
す
る
二
つ
の
拠
点
を
、「
両
山
の
人
々
一
手
に
な
り
て
。
秩
父
が
嶽
の
山
陣
に
た
て
こ
も
」
っ
た
と
、
一
つ
に
合
流
さ
せ
る
の
が
第
三
編
の
機
能
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
編
で
梁
山
泊
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
秩
父
の
「
石
龍・
山
」
を
、
物
語
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
拠
点
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
編
で
は
何
故
か
「
石
籠・
山
」
と
誤
る
。
何
よ
り
も
、
人
物
の
共
通
性
が
な
い
。
伊
賀
の
局
ら
新
田
氏
の
代
表
は
共
通
に
語
ら
れ
る
︵
実
際
に
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
︶
の
だ
が
、
第
二
編
に
は
正
編
と
異
な
る
新
た
な
女
侠
た
ち
が
登
場
し
、
し
か
も
正
編
の
女
た
ち
と
何
ら
の
関
係
も
と
り
結
ば
な
い
の
で
あ
る
。
丹
次
平
の
弟
平
太
正
満
が
登
場
さ
せ
ら
れ
、
彼
を
媒
介
に
し
て
女
同
士
の
結
を
設
定
し
た
と
言
え
な
い
で
は
な
い
の
だ
が
、
正
編
に
は
何
の
伏
線
も
敷
か
れ
て
い
な
い
か
ら
、
関
連
づ
け
の
た
め
に
案
出
し
た
新
設
定
と
見
る
ほ
か
な
い
。
第
二
編
冒
頭
部
は
正
編
の
要
約
に
な
っ
て
い
る
。
︵
前
略
︶
此こ
ゝに
新に
つ
た
け
田
家
の
侍じ
し
ん
臣
篠し
の
づ
か
塚
八は
ち
ら
う
郎
が
姉あ
ね伊い
が賀
の
局つ
ぼ
ね
ら
等
は
。
主し
ゆ
く
ん
君
義よ
し
お
き
興
公こ
う
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奥お
く
が
た
方
。真ま
ゆ
み
弓
の
方か
た母お
や
こ
子
を
も
り
た
て
。新に
つ
た
田
家け
再さ
い
こ
う
興
の
大た
い
げ
う
業
を
発お
こし
て
よ
り
。
意こ
ゝ
ろは
清せい
じ
や
う
浄
に
す
み
ぬ
れ
ど
も
。
か
り
に
強が
う
ぞ
く
賊
の
業
を
学ま
なび
。
東と
う
ぶ
武
秩ち
ゝ
ぶ
父
が
嶽た
け
石せ
き籠こ
ざ
ん
山
な
る
山さ
ん
ぢ
ん
陣
に
た
て
こ
も
り
。
一い
ち
み
味
の
助ぢ
よ
く
工
を
集あ
つめ
け
る
に
。
不ゆく
り
な
く
意
丹た
ん
次じ
平へ
い花く
は
め
う
妙
等と
うを
得え
し
よ
り
。
次し
だ
い
第
に
同ど
う
ぞ
く
賊
の
数か
ずを
ま
し
。
い
よ
ゝ
勇ゆ
う
き
気
の
ま
さ
り
け
る
。
心こゝ
ろの
ほ
ど
こ
そ
た
く
ま
し
け
れ
。　
︵
第
一
回
︶
こ
れ
は
九
返
舎
主
人
の
正
編
理
解
・
評
価
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
理
解
に
基
づ
い
て
物
語
を
書
き
継
ぐ
は
ず
な
の
だ
が
、
続
編
作
者
は
時
間
的
に
正
編
の
後
を
続
け
よ
う
と
は
し
な
い
。
む
し
ろ
正
編
末
尾
か
ら
時
間
を
引
き
戻
し
、︿
列
伝
︲
結
集
﹀
を
柱
と
す
る
も
う
一
つ
の
物
語
を
、
正
編
と
並
行
す
る
時
間
軸
の
上
に
展
開
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
物
語
は
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
の
で
は
な
く
、
正
編
を
言
わ
ば
反
復
・
模
倣
し
て
い
る
。『
水
滸
伝
』
で
も
九
紋
龍
史
進
ら
の
少
華
山
集
団
や
、
花
和
尚
魯
智
深
ら
の
二
龍
山
集
団
が
梁
山
泊
に
合
流
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
に
な
ら
っ
て
、
相
互
に
独
立
し
た
二
系
列
の
盗
賊
集
団
物
語
を
あ
え
て
並
列
的
に
構
成
し
て
お
き
、
石
龍
山
に
合
流
さ
せ
よ
う
と
構
想
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
正
編
と
二
編
と
は
異
質
性
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
ま
ず
、『
水
滸
伝
』
の
利
用
に
お
い
て
本
編
と
後
編
と
は
別
の
様
相
を
見
せ
る
。
そ
も
そ
も
、
正
編
に
お
い
て
は
、
直
接
『
水
滸
伝
』
か
ら
趣
向
を
引
き
用
い
た
と
こ
ろ
が
見
い
だ
し
が
た
い
。
前
述
の
夫
の
復
仇
を
果
た
し
た
千
束
が
二
十
両
を
盗
ん
で
逃
亡
す
る
場
面
が
、
鴛
鴦
楼
で
敵
を
殲
滅
し
た
武
松
が
金
銀
の
食
器
を
つ
ぶ
し
て
拐
帯
す
る
と
こ
ろ
を
思
わ
せ
る
程
度
な
の
で
あ
る
。
一
九
は
積
極
的
に『
水
滸
伝
』
の
趣
向
を
利
用
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
第
二
編
は
そ
れ
と
は
異
な
る
。
巻
風
が
山
を
下
り
た
あ
と
、
虎
の
尾
は
麓
の
村
を
襲
う
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
阿
進
が
あ
り
、
賊
を
撃
退
す
る
。
此こ
の
お
ん
な
女
い
か
な
る
由ゆ
へ縁
に
や
右み
ぎの
腕かい
なに
黒く
ろき
痣あ
ざあ
り
て
。
そ
が
形か
たち
雲うん
り
よ
う
龍
に
よ
く
似に
た
り
。
と
て
人ひ
と仇あ
だ
な
名
し
て
雲くも
り
よ
う
龍
の
阿お
し
ん
進
と
よ
び
。
且か
つこ
の
村む
らの
名な
を
さ
へ
も
雲くも
り
よ
う
む
ら
龍
村
と
ぞ
い
ひ
た
り
け
る
。　
︵
第
二
回
︶
上
半
身
に
入
れ
た
九
紋
龍
の
刺
青
が
仇
名
に
な
っ
た
史
進
の
設
定
を
ま
ね
た
も
の
で
あ
る
の
は
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。「
行ぎや
う
ね
ん
年
廿
一
」
の
阿
進
の
仇
名
に
ち
な
ん
で
村
の
名
が
付
け
ら
れ
た
と
い
う
不
自
然
さ
―
―
村
名
が
二
十
年
ほ
ど
の
歴
史
し
か
持
た
な
い
こ
と
に
な
る
―
―
は
、「
史
家
村
」
が
史
進
家
の
姓
を
村
名
と
す
る
の
を
も
じ
っ
た
た
め
に
生
じ
た
。「
雲
龍
の
阿
進
」
は
音
読
み
と
し
て
も
「
九
紋
龍
の
史
進
」
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
︵「
き
ゅ
う
0
も
ん
り
ょ
う
」
と
読
め
ば
合
致
し
な
い
が
︶。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
が
『
水
滸
伝
』
に
拠
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
に
魯
智
の
月
妙
が
滞
在
し
て
お
り
、
協
力
し
て
賊
を
追
い
払
っ
た
と
す
る
の
は
、
史
家
村
か
ら
逃
れ
た
史
進
が
花
和
尚
魯
智
深
と
知
り
合
う
と
い
う
展
開
を
縮
約
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
趣
向
利
用
の
直
接
性
が
異
質
な
だ
け
で
は
な
い
。
第
二
編
は
、『
水
滸
伝
』
の
冒
頭
に
近
い
話
か
ら
改
め
て
素
材
選
び
を
始
め
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
正
編
が
採
用
し
な
か
っ
た
『
水
滸
伝
』
利
用
と
い
う
方
法
を
第
二
編
が
示
し
て
い
る
わ
け
で
、
一
・
二
両
編
が
別
人
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
二
編
の
構
想
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
、
巻
風
等
の
造
形
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
正
編
の
女
侠
た
ち
と
対
比
す
る
た
め
で
あ
る
。
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七 　「悪」の代替としての〈性的過剰性〉
正
編
の
小
芳
・
千
束
・
花
妙
と
比
較
す
る
と
き
、
二
編
の
女
た
ち
に
は
、
次
の
よ
う
な
異
質
性
が
認
め
ら
れ
る
。
①
	
　
阿
進
・
月
妙
・
虎
の
尾
な
ど
女
と
設
定
さ
れ
は
し
な
が
ら
、
女
で
あ
る
こ
と
に
関
わ
る
物
語
を
担
わ
な
い
者
が
い
る
。
②
	
　
中
心
的
に
活
躍
す
る
巻
風
は
、
欠
巻
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
形
か
は
解
ら
ぬ
が
元
固
と
結
ば
れ
、そ
の
あ
と
夫
を
二
荒
山
に
送
る
と
、単
独
で
行
動
す
る
。
道
誓
に
妾
に
と
望
ま
れ
て
も
か
た
く
拒
否
し
、
貞
節
を
守
る
。
③
	
　
深
山
木
は
掠
わ
れ
て
遊
女
に
売
ら
れ
た
女
だ
が
、
平
太
に
対
し
て
純
情
を
持
ち
続
け
る
。
売
女
で
は
あ
っ
て
も
、
好
色
性
を
感
じ
さ
せ
る
設
定
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
れ
に
比
べ
る
と
、
正
編
の
女
の
特
異
性
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
小
芳
は
、
性
に
積
極
的
で
あ
り
、
夫
の
た
め
と
は
言
え
、
肉
体
を
餌
に
し
た
犯
罪
を
企
て
る
。
夫
の
仇
を
討
つ
た
め
の
千
束
の
行
動
に
は
、
貞
操
に
配
慮
し
た
あ
と
が
見
え
な
い
。
花
妙
は
、
挿
話
全
体
と
し
て
は
許
婚
者
と
再
会
し
結
ば
れ
る
と
い
っ
た
枠
を
担
う
の
だ
が
、
尼
に
な
っ
て
な
お
丹
次
平
の
情
人
に
な
り
、
し
か
も
荒
川
太
郎
を
誘
う
な
ど
、
性
的
な
放
恣
さ
を
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
お
い
て
、
善
女
の
代
表
と
し
て
「
八
犬
女
」
を
挙
げ
う
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
対
し
て
悪
の
代
表
と
見
る
べ
き
は
玉
梓
で
あ
り
亀
篠
で
あ
り
船
虫
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
神
余
光
弘
の
妾
で
あ
り
な
が
ら
山
下
定
金
と
密
通
し
権
力
を
壟
断
す
る
女
、
若
い
と
き
か
ら
男
遊
び
に
う
つ
つ
を
抜
か
し
父
の
留
守
に
蟇
六
を
引
き
ず
り
込
む
女
、
犯
罪
と
逐
電
を
繰
り
返
し
な
が
ら
並
四
郎
の
女
房
、
山
猫
の
怪
の
妻
、
山
賊
酒
顚
二
の
情
婦
と
次
々
に
男
を
取
り
替
え
る
女
。
あ
る
い
は
泡
雪
奈
四
郎
と
密
通
し
夫
を
謀
殺
す
る
夏
引
な
ど
も
そ
の
一
類
に
含
む
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
善
な
る
女
と
悪
な
る
女
は
性
的
な
要
素
の
有
無
に
よ
る
と
す
ら
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
野
合
と
非
難
さ
れ
か
ね
な
い
大
塚
番
作
・
手
束
の
婚
姻
は
、
親
た
ち
の
定
め
た
許
婚
者
と
い
う
設
定
に
よ
り
、
周
到
に
非
難
を
回
避
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
曲
亭
馬
琴
で
あ
れ
ば
悪
婦
・
毒
婦
に
付
与
す
る
よ
う
な
︿
性
的
過
剰
性
﹀
を
、
一
九
は
新
田
再
興
の
「
功
」
を
上
げ
る
べ
き
女
侠
た
ち
に
付
与
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
水
滸
伝
』
の
︿「
悪
」
の
主
題
﹀
―
―
犯
罪
者
で
あ
り
な
が
ら
正
義
で
も
あ
る
盗
賊
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か
と
い
う
問
題
。
本
作
の
南
朝
義
軍
も
秩
父
が
嶽
に
籠
も
っ
て
盗
賊
稼
業
を
働
い
て
い
た
。
た
だ
し
、そ
の
対
象
が「
私
曲
な
る
」「
守
護
頭
人
」
や
「
野
伏
落
」
に
限
定
さ
れ
、
領
民
に
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
は
い
た
。
新
た
に
入
山
す
る
小
芳
・
千
束
・
花
妙
も
、
新
田
義
軍
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
そ
の
「
義
」
は
充
填
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
入
山
後
の
集
団
と
し
て
の
盗
賊
行
為
を
語
ろ
う
と
し
な
い
本
作
に
お
い
て
、
一
九
は
入
山
前
の
女
達
に
悪
な
る
行
為
を
実
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
小
芳
の
場
合
の
み
、
窃
盗
・
美
人
局
・
置
き
引
き
等
の
犯
罪
を
重
ね
る
が
、
他
の
女
た
ち
は
賊
ら
し
い
行
動
を
見
せ
な
い
。
そ
の
と
き
に
「
賊
」
要
素
の
代
替
と
な
っ
た
の
が
女
性
の
道
徳
に
お
い
て
悪
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
、︿
性
的
過
剰
性
﹀
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
意
味
で
、『
名
勇
発
功
談
』
本
編
は
、『
水
滸
伝
』
の
︿「
悪
」
の
主
題
﹀
を
学
ぼ
う
と
し
た
の
で
あ
る
︶
︵
。
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︵
︶	
　
中
山
尚
夫
「
十
返
舎
一
九
年
譜
稿
」︵『
十
返
舎
一
九
研
究
』、
平
4・
、
お
う
ふ
う
、
所
収
︶
参
照
。
　
︵
︶	
　
『
名
勇
発
功
談
』
本
文
の
引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。
以
下
、
同
。
た
だ
し
、
序
文
の
み
句
読
点
を
私
に
付
し
た
。
　
︵
︶	
　
『
名
勇
発
功
談
』
第
二
編
本
文
の
引
用
は
、
第
一
、五
巻
は
名
古
屋
市
逢
左
文
庫
蔵
本
、
第
三
、四
巻
は
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。
以
下
、
同
。
　
︵
4︶	
　
『
太
平
記
』本
文
の
引
用
は︿
日
本
古
典
文
学
大
系
﹀
6『
太
平
記
』三︵
昭
和
・
0、
岩
波
書
店
︶
に
よ
る
。
以
下
、
同
。
　
︵
5︶	
　
黒
沢
真
道
編
『
南
朝
太
平
記
』︵︿
国
史
叢
書
﹀、
大
・
、
国
史
研
究
会
︶
　
︵
6︶	
　
大
蘇
芳
年
「
月
百
姿
」
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
。
　
︵
︶	
　
横
山
邦
治
『
読
本
の
研
究
』︵
昭
和
49・
4、
風
間
書
房
︶
第
三
章
「
終
結
期
の
読
本
」
第
一
節
「
稗
史
も
の
の
諸
相
」
参
照
。
　
︵
8︶	
　
濱
田
啓
介
「
近
世
小
説
の
水
滸
伝
受
容
私
見
―
―
『
坂
東
忠
義
伝
』
と
『
絵
本
更
科
草
紙
』」︵『
近
世
小
説
・
営
為
と
様
式
に
関
す
る
私
見
』、
平
5・
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
所
収
︶
　
︵
9︶	
　
拙
稿
「『
女
水
滸
伝
』
論
―
―
「
江
戸
の
水
滸
伝
」
の
う
ち
―
―
」︵『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
第
4号
、
平
8・
︶
参
照
。
　
︵
0︶	
　
林
美
一
『
歌
川
國
貞
』︵︿
江
戸
枕
絵
師
集
成
﹀、
平
・
9、
河
出
書
房
新
社
︶
よ
り
転
載
。
書
名
は
見
開
き
題
に
従
っ
た
。
　
︵
︶	
　
加
美
宏
「
楠
木
正
成
と
泣
男
―
―
『
太
平
記
』
評
判
の
影
響
―
―
︵『
太
平
記
の
受
容
と
変
容
』、
平
9・
、
翰
林
書
房
、
所
収
︶
参
照
。
　
︵
︶	
　
尾
崎
久
弥
『
珍
書
愚
書
』︵
昭
和
4・
、
有
光
書
房
︶
に
入
手
経
緯
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
　
︵
︶	
　
︿
性
﹀
を
主
題
の
一
つ
と
す
る
人
情
本
ジ
ャ
ン
ル
に
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
校
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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【参考】
　『
名勇発功談第 　二 　編
一名女水滸伝』梗概
第一回
　二荒山開闢之来由
阿進夜中に賊徒と戦ふ
下
野
国
二
荒
山
に
花
垣
の
虎
の
尾
と
蟷
螂
の
巻
風
が
盗
賊
の
業
を
な
し
て
い
た
。
巻
風
は
姉
月つ
き
た
え
妙
の
行
方
を
捜
す
た
め
一
旦
山
を
下
り
る
こ
と
に
な
り
、
相
模
に
向
か
っ
た
。
残
っ
た
虎
の
尾
は
手
下
を
率
い
て
強
奪
を
続
け
る
。
悪
口
五
太
九
郎
が
郷
士
の
家
に
押
し
入
る
と
、
阿
進
が
長
刀
で
応
戦
し
追
い
散
ら
す
。
な
お
も
追
跡
し
よ
う
と
す
る
阿
進
を
、
立
ち
戻
っ
た
大
柄
の
比
丘
尼
が
制
止
し
た
。
第二回
　
阿おしんゆう
進勇
を
感かん
じて
虎とら
の
尾を
を
生いけどる
捕
月げつめう
妙
強がうき
気
を
顕あらは
して
賊ぞくと
徒
を
討うつ
阿
進
は
右
腕
の
雲
龍
に
似
た
黒
痣
か
ら
「
雲
龍
の
阿
進
」
と
仇
名
さ
れ
る
女
伊
達
だ
っ
た
。
も
と
は
侍
で
あ
っ
た
父
と
と
も
に
こ
の
村
に
移
り
住
み
、
父
の
死
後
も
そ
の
弟
子
た
ち
に
剣
術
を
教
え
て
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
た
。
ま
た
、
大
比
丘
尼
は
魯
智
の
月げつ
み
よ
う
妙
と
い
い
、
こ
の
ほ
ど
阿
進
の
家
に
同
宿
し
た
者
で
あ
っ
た
。
阿
進
・
月
妙
尼
は
賊
が
仕
返
し
に
来
る
の
を
待
ち
受
け
る
。
五
太
九
郎
の
話
に
怒
っ
た
虎
の
尾
は
、
藪
影
蚊
文
二
に
山
陣
を
守
ら
せ
、
能
幕
佐
万
太
・
阿
武
羅
雲
渓
・
南
膜
漢
天
蔵
ら
を
引
き
連
れ
雲
龍
村
を
襲
っ
た
。
阿
進
は
虎
の
尾
を
見
方
に
し
よ
う
と
思
い
つ
き
、
生
け
捕
り
に
し
て
柱
に
つ
な
い
だ
。
賊
徒
は
逃
げ
失
せ
る
。
第三回 　
︵
欠
巻
	―
―
前
後
の
記
述
か
ら
推
測
︶
［
⋮
⋮
阿
進
・
月
妙
尼
は
虎
の
尾
と
と
も
に
二
荒
山
に
入
る
。
⋮
⋮
月
妙
は
鎌
倉
に
赴
き
、
刀
剣
を
買
お
う
と
し
て
管
領
の
家
臣
に
横
取
り
さ
れ
る
。
報
復
の
た
め
僧
体
と
な
っ
て
探
す
が
、
見
つ
け
ら
れ
ず
、
鎌
倉
を
離
れ
た
。
⋮
⋮
巻
風
は
武
州
山
之
瀬
村
で
後
藤
肥
後
守
貞
重
家
に
一
宿
す
る
。］
		
第四回
　
元もとかた
固
巻まきかぜ
風
意こゝろ
を
明あか
して
赤せきじやう
縄
を
結むす
ぶ
貞さだしげ
重
忠ちうせい
情
の
両ふたつ
に
命めい
を
軽かろん
じて
義ぎ
を
全まつたふ
す
武
州
山
之
関
村
の
郷
士
後
藤
筑
後
守
貞
重
の
子
情
次
郎
元
固
は
、
父
と
謀
り
、
巻
風
の
正
体
を
探
ろ
う
と
す
る
う
ち
、
女
の
美
し
さ
に
心
迷
い
、
契
り
を
結
ん
で
し
ま
う
。
貞
重
は
観
応
の
頃
足
利
に
味
方
し
た
が
、
の
ち
武
門
を
失
い
こ
の
村
に
移
り
住
ん
だ
。
長
子
蔵
人
元
吉
は
母
方
の
伯
父
船
田
入
道
と
と
も
に
新
田
義
興
に
従
っ
て
い
た
が
、
矢
口
の
渡
し
の
戦
い
に
負
傷
し
て
家
に
た
ど
り
着
く
と
、
旗
印
を
新
田
の
余
類
に
渡
し
、
義
興
室
の
腹
の
子
を
も
っ
て
新
田
を
再
興
さ
せ
よ
と
言
っ
て
息
絶
え
た
。
―
―
情
次
郎
は
身
の
上
を
話
し
、
巻
風
は
秩
父
石
籠
山
に
籠
も
る
新
田
の
余
類
に
縁
あ
る
者
だ
ろ
う
と
迫
る
。
巻
風
は
、
河
内
生
ま
れ
で
あ
り
い
と
こ
が
楠
正
成
に
縁
が
あ
っ
た
の
で
姉
お
よ
び
一
女
婢
と
と
も
に
関
東
に
下
っ
た
も
の
の
、
伊
賀
の
局
と
は
巡
り
会
え
な
い
ま
ま
、
二
荒
山
に
山
賊
の
業
を
続
け
て
い
た
こ
と
を
明
か
す
。
と
、
新
田
の
旗
印
と
刀
に
貫
い
た
兜
と
を
持
ち
、
足
利
の
臣
が
新
田
義
興
の
家
臣
を
討
ち
取
っ
た
、
と
言
っ
て
貞
重
が
現
れ
る
。
巻
風
は
貞
重
が
陰
腹
を
切
っ
た
と
見
抜
く
。
貞
重
は
、
ひ
と
た
び
足
利
に
臣
従
し
た
義
理
は
果
た
し
た
、
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情
次
郎
・
巻
風
は
石
籠
山
に
赴
き
新
田
再
興
に
尽
力
せ
よ
と
言
い
残
し
て
果
て
る
。
第五回
　
元もとかた
固
計けいやく
約
して
巻まきかぜ
風
にわかる
巻まきかぜ
風
旅りよしゆく
宿
に
凶きやうと
徒
を
視み
る
貞
重
の
弔
い
を
済
ま
せ
、
情
次
郎
を
二
荒
山
に
送
る
と
、
巻
風
は
月
妙
を
捜
す
た
め
に
鎌
倉
に
赴
い
た
。
由
木
の
下
の
宿
根
倉
屋
宿
六
方
を
訪
ね
る
と
、
月
妙
は
春
頃
に
滞
在
し
て
い
た
が
、
花
水
橋
際
の
道
具
屋
で
買
お
う
と
し
た
刀
を
管
領
の
身
内
人
に
横
取
り
さ
れ
て
斬
り
合
い
に
な
り
、
悔
し
さ
の
た
め
頭
を
剃
り
顔
に
漆
し
て
探
し
た
も
の
の
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
鎌
倉
を
出
た
と
の
こ
と
。
話
の
う
ち
、
隣
座
敷
か
ら
巻
風
の
様
子
を
窺
う
客
が
あ
っ
た
。
畠
山
道
誓
の
子
玄
蕃
と
大
磯
の
男
伊
達
閻
魔
の
長
蔵
・
樽
酒
呑
太
・
堂
下
紋
兵
衛
ら
で
あ
る
。
巻
風
は
、
玄
蕃
こ
そ
姉
月
妙
に
仇
し
た
侍
と
推
し
、
仕
返
し
し
よ
う
と
決
意
す
る
。
第六回
　
巻まきかぜ
風
酒しゆき
気
に
乗じやう
じて
凶きやうとら
徒等
を
打うつ
玄げんば
馬
補たすけ
助
を
得え
て
巻まきかぜ
風
を
生いけどる
捕
畠
山
玄
蕃
郡
時
は
、
長
谷
部
信
国
の
刀
を
横
取
り
し
た
お
り
、
怒
っ
て
供
の
者
二
人
を
斬
り
殺
し
た
女
に
よ
く
似
て
い
る
故
、
そ
の
妹
で
あ
ろ
う
と
推
し
、
妹
を
代
わ
り
に
討
っ
て
腹
を
癒
や
そ
う
と
供
の
男
伊
達
ら
と
企
て
た
。
巻
風
が
根
倉
屋
を
出
、
先
ほ
ど
の
男
を
捜
し
て
回
る
と
こ
ろ
に
、
玄
蕃
ら
が
現
れ
、
刀
争
い
の
件
を
聞
か
せ
て
挑
発
、
争
い
に
な
っ
た
。
畠
山
道
誓
の
行
列
が
通
り
か
か
り
、
加
勢
の
侍
が
加
わ
っ
た
た
め
、
巻
風
は
捕
ら
え
ら
れ
、
畠
山
の
屋
敷
に
引
き
立
て
ら
れ
た
。
道
誓
の
尋
問
に
対
し
巻
風
は
、
河
内
国
智
早
村
の
百
姓
の
娘
で
あ
り
、
父
を
殺
し
た
鎌
蔵
を
追
っ
て
鎌
倉
に
下
っ
た
の
だ
が
、
玄
蕃
に
無
体
を
仕
掛
け
ら
れ
た
と
訴
え
る
。
そ
の
美
貌
に
春
情
を
か
き
立
て
ら
れ
た
道
誓
は
、
妾
に
し
よ
う
と
思
い
、
屋
敷
に
と
ど
ま
り
仇
を
捜
す
よ
う
に
勧
め
た
が
、
飽
く
ま
で
解
き
放
せ
と
求
め
る
の
で
、
巻
風
を
責
め
苛
ん
だ
。
第七回
　
山さんぞく
賊
怪けゐ
異
の
評ひやう
を
得う
る
発はつご
語
深み
山やまぎ
木
傾けいこく
国
に
実じつじやう
情
をつくす
箱
根
山
中
に
山
足
の
熊
王
と
い
う
異
相
の
山
賊
が
出
没
し
て
い
た
。
大
磯
宿
化
粧
坂
の
廓
轡
屋
孫
四
郎
方
の
遊
女
深
山
木
に
畠
山
玄
蕃
が
通
っ
て
い
た
。
深
山
木
は
浪
人
客
と
二
世
を
契
っ
て
お
り
、
玄
蕃
に
靡
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
浪
人
客
は
北
畠
の
旧
臣
磯
貝
民
弥
の
子
平
太
匡
満
で
あ
る
。
幼
時
寺
小
姓
と
な
っ
た
が
身
持
ち
悪
く
、
寺
を
飛
び
出
す
と
悪
事
を
重
ね
、
大
金
を
手
に
し
て
深
山
木
に
通
い
始
め
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
夜
深
山
木
の
客
と
な
っ
た
平
太
は
身
の
上
を
明
か
し
、
石
籠
山
に
籠
も
っ
て
い
る
兄
市
郎
匡
徳
＝
石
塔
丹
次
平
の
も
と
に
駆
け
つ
け
る
、
深
山
木
の
身
の
代
は
済
ま
し
て
お
く
の
で
自
由
の
身
と
な
れ
と
言
う
。
深
山
木
は
ど
こ
ま
で
も
伴
え
と
望
み
、
二
人
同
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
話
の
う
ち
に
深
山
木
の
髪
か
ら
落
ち
た
笄
は
、
前
夜
小
田
原
宿
で
争
っ
た
熊
王
が
平
太
に
打
ち
付
け
た
笄
と
よ
く
似
て
い
る
。
深
山
木
は
山
之
関
村
の
郷
士
後
藤
貞
重
の
娘
で
あ
り
、
待
乳
山
で
拐
か
さ
れ
、
廓
に
売
ら
れ
る
と
き
に
貰
っ
た
笄
な
の
だ
っ
た
。
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第八回
　
平へいだ
太
浮うきよまち
世町
に
凶きやうし
士
を
討うつ
深みやまぎ
山木
夜やちう
中
に
化けわいざか
粧坂
を
走はし
る
平
太
は
深
山
木
の
身
請
金
を
払
い
、
郭
を
出
る
。
玄
蕃
は
大
磯
の
色
町
の
茶
屋
で
そ
れ
を
聞
き
、
長
蔵
・
呑
太
・
紋
兵
衛
ら
と
と
も
に
平
太
を
襲
う
が
、
返
り
討
ち
に
あ
う
。
平
太
は
、
一
旦
平
塚
の
旅
宿
黒
木
屋
白
平
方
に
逃
れ
た
あ
と
、
化
粧
坂
に
立
ち
返
る
と
、
廓
を
抜
け
出
し
て
き
た
深
山
木
と
出
会
う
。
		
第九回
　
平へいだ
太
再ふたゝび
熊くまわう
王
に
出しゆつくわい
会
して
直たゞち
に
仇あだ
を
報ほう
ず
山やまたり
足
立りうぞう
蔵
死し
して
義ぎしん
心
の
胸けうちう
中
を
明あか
す
二
人
の
行
く
手
に
山
足
の
熊
王
が
現
れ
、
深
山
木
を
連
れ
去
ろ
う
と
す
る
。
平
太
と
争
い
斬
ら
れ
た
熊
王
は
、
異
相
に
な
っ
た
因
果
を
語
る
。
―
―
熊
王
は
、
後
藤
蔵
人
元
吉
に
仕
え
た
山
足
立
蔵
で
あ
っ
た
。
矢
口
の
渡
の
戦
い
で
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
た
蔵
人
を
探
し
て
諸
国
を
巡
っ
た
後
、
箱
根
山
中
に
至
り
、
熊
の
生
皮
を
か
ぶ
っ
て
諸
人
を
脅
し
賊
を
働
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
皮
が
張
り
付
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
熊
王
と
名
乗
り
、
山
賊
を
続
け
つ
つ
新
田
の
余
類
を
探
し
求
め
て
い
た
。
か
つ
て
拐
か
し
て
廓
に
売
っ
た
娘
が
主
の
妹
深
谷
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
悔
い
る
熊
王
に
、
蔵
人
は
す
で
に
死
ん
だ
と
教
え
、
切
腹
を
勧
め
る
。
二
人
は
山
之
瀬
村
の
貞
重
を
訪
う
べ
く
武
州
を
め
ざ
し
た
。
第十回
　
巻まきかぜ
風
宿しゆくい
意
を
管くはんれい
領
に
托たく
して
道どうせい
哲
を
瞞あざふ
く
深み
山やまぎ
木
旧きうか
家
に
延えんてい
停
して
歎たんるい
涙
を
残のこ
す
根
倉
屋
宿
六
は
巻
風
が
道
誓
に
虐
げ
ら
れ
て
い
る
と
基
氏
に
訴
え
た
。
基
氏
は
道
誓
の
弁
解
を
信
ぜ
ず
、
巻
風
の
釈
放
を
命
じ
た
。
こ
の
道
誓
は
後
に
謀
反
を
企
て
滅
び
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
巻
風
は
根
蔵
屋
に
謝
意
を
表
し
、
下
野
を
め
ざ
し
た
。
途
中
貞
重
の
墓
に
詣
で
よ
う
と
山
之
関
村
に
立
ち
寄
る
と
き
、
平
太
・
深
山
木
と
出
会
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
い
き
さ
つ
を
語
り
合
う
。
第十一回
　
二ふたあれやま
荒山
勇ゆうふ
婦
誓ちかつ
て
軍ぐんぎ
議
を
回めぐら
す
秩ちゞぐがたけ
父嶽
一いちぞく
族
将まさ
に
義ぎへい
兵
を
起おこさん
とす
平
太
・
深
山
木
は
巻
風
と
と
も
に
貞
重
の
墓
に
詣
で
た
あ
と
、
下
野
二
荒
山
に
入
っ
た
。
虎
の
尾
・
月
妙
・
阿
進
が
迎
え
、
先
着
の
兄
情
次
郎
元
固
と
も
再
会
し
た
。
鎌
倉
に
討
っ
て
出
、
南
朝
の
官
軍
に
力
を
合
わ
せ
ん
と
議
す
る
が
、
元
固
・
平
太
の
勧
め
に
従
い
、
秩
父
が
岳
に
立
て
籠
も
っ
た
新
田
の
余
類
に
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。石
籠
山
の
山
陣
で
は
、
新
田
義
興
の
遺
児
小
太
郎
義
益
を
大
将
に
、
魁
首
伊
賀
の
局
、
小
芳
・
千
束
・
花
妙
の
三
勇
婦
お
よ
び
篠
塚
八
郎
・
磯
貝
市
郎
が
強
盗
・
野
武
士
を
従
え
、
北
国
の
御
連
枝
と
諜
じ
合
わ
せ
、
義
兵
を
起
こ
さ
ん
と
し
て
い
た
。
二
荒
山
に
盗
賊
が
威
を
奮
う
こ
と
を
聞
き
、
降
参
さ
せ
る
べ
く
兵
を
発
し
よ
う
と
議
し
た
。
二
荒
山
一
党
は
新
田
の
旗
印
を
押
し
立
て
、
秩
父
に
向
け
て
出
立
し
た
。
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